
盛岡市私立児童福祉施設整備助成事業申込書　提出書類一覧

備考 提出

1 提出書類一覧 本様式 □

事業審査申請書

　ア　様式第１号 申請書頭書 □

　イ　様式第２号 整備事業資料 □

　ウ　様式第３号 棟別施設一覧表 □

　エ　様式第４号 施設の経歴 □

3 既存園舎の図面 Ａ３判、位置図、配置図、各階平面図(各室面積を表示したもの) □

4 既存園舎の各室の面積表 □

5 改築後園舎の図面 Ａ３判、位置図、配置図、各階平面図(各室面積を表示したもの) □

6 改築後園舎の各室の面積表 □

7 工事工程表 Ａ３判 □

8 建築工事費等の費用見積書 建築事務所が作成したもの □

9 現行施設の建築基準法第６条第１項の規定による確認済証 写し □

10 現行施設の建築基準法第７条第５項の規定による検査済証 写し □

11 整備予定地の登記簿謄本 写し可 □

12 耐震診断結果 □

老朽度調査表

ア　老朽度調査表の写し □

イ　老朽度調査員の一級建築士免許書の写し □

14 土地賃貸借契約書等 写し可 □

※ １　提出書類一覧、２　事業審査申請書については、紙書類提出後、データについても当課への御提供をお願いいたします。

13

添付書類

必須提出書類

事業計画書

該当者及び審査希望者のみの提出書類

添付書類一覧

2



入力にあたっての留意点

←この色の部分は、入力が可能なセルです。

←この色の部分は、プルダウンにより選択いただけます。

その他の部分は、基本的に自動計算により処理しています。

（全て入力をしないと正しい数値が表示されませんので、入力漏れにご注意ください。）

行が不足する等、修正が必要な場合はシートの保護を解除していただくことも可能です。

ただし、自動計算用の数式が消える可能性がありますので、行の削除は行わないでください。

・シートの保護を解除する場合

「校閲」→「シートの保護の解除」

作業が終わりましたら、念のため再度シートの保護をしてください。

・シートを保護する場合

「校閲」→「シートの保護」→ＯＫ　　　

※この際に、パスワードは設定しないでください。



様式第１号

年 月 日

盛　岡　市　長　　　様

〒

県 市

※該当の整備手法に○をしてください。

連絡先

号

号

有 無 有 無 ）

一部改築

代表者職名

代表者氏名

盛岡市私立児童福祉施設整備助成事業　審査申請書

整備手法

全部解体後新築

大規模改修

担当Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

本市での保育所等設計実績 （他都市での保育所等設計実績

設計担当 登録番号第

電話番号 ＦＡＸ番号

担当Ｅﾒｰﾙｱﾄﾞﾚｽ

設計事務所名 登録番号第

電話番号 ＦＡＸ番号

　児童福祉施設の整備助成事業について、次のとおり審査を申請します。

施設現名称

担当部署名 担当者名

区分

施設現種別

大規模改修＋改築

令和

法人名

所在地



様式第２号　整備事業資料

１　整備概要

（フリガナ）

整備後施設名称
（フリガナ）

経営主体名

整備実施箇所
保育所等
保育部分

教育部分
他の国庫補助金
の申請の有無

階数 階数

構造 構造

延べ面積(㎡) 延べ面積(㎡)

次の項目は、解体工事を整備対象とする場合のみ記入してください。

アスベスト使用の有無

事前調査日

工事の際の職員・園児の
安全性確保の方法

所　　有 ㎡

買収予定 ㎡　　　　⇒ 買収予定日

借　　地 ㎡　　　　⇒ 借用の相手 利用権限

２　整備前後の定員

整備前 0

整備工事中 0

整備後 0

うち、今回整備する施設の定員 0

１号 ２号 １号 ２号 １号 ２号 １号 ２号

整備前 0 0

整備工事中 0 0

整備後 0 0

うち、今回整備する施設の定員 0 0

認可・利用定員
（0-2歳）

０歳 １歳 ２歳 小計①

所在地 （移転前） （移転後）

施設種別の変更 ⇒
整備前 整備後

アスベスト使用建物における工事着
工前の必要手続きの予定

建物延面積及び構造 整備前 整備後

小計②認可・利用定員
（3-5歳）

３歳 ４歳 ５歳

特定粉じん排出等作業届出の提出

工事着手にかかる事前届出の実施

整備用地の状況

地域住民との
調整状況

関係法令・必要手続
きの確認状況

※ 利用定員数を記載してください。

※　「うち、今回整備する施設の定員」は、保育室の
みの整備等で、整備事業の対象となる子どもの利
用定員が判明している場合のみ記載してください。
　共有部分等の整備を行うため工事に係る定員が
判別できない場合は、当該欄には「ー」を記入して
ください。

近隣住民への工事に係る今後の説明の予定(範囲、時期、方法、内容等)を記載してください。

用地について

環境等

近隣店舗や立地状況等、保育上留意すべき点を記載してください。



３　整備時の補助加算等

特殊附帯工事加算

実施設計加算

解体撤去工事

仮設施設整備工事

工事監理業務委託

土地賃借料加算

※ 実際の整備実施状況により、必ずしも加算されるものではないことについて、予めご了承ください。

４　整備後の施設面積等

各室面積 延面積（㎡） 各室面積 延面積（㎡） 各室面積 延面積（㎡） 合計（㎡）

乳児室 調理室 一時預かり保育室 0

ほふく室 便所 病児・病後児室

保育室 医務室 地域子育て支援室

遊戯室 その他 屋外遊技場

※ 小数点以下第２位まで入力してください。

※ 職員室内の設備等で医務室を兼ねる場合は、医務室面積は０としてください。

保護者用
駐車場台数

乳児室

ほふく室

保育室

遊戯室

５　整備計画等

　　　現在時点での整備事業の内容を御記載ください。

　　　現在時点での保護者への説明状況(対象者、時期、方法、内容等)や今後の予定を御記載ください。

工事に係る加算等

※ 特殊附帯工事を実施する場合「あり」を選択してください（特殊附帯工事については欄外参照）。

※ 整備する土地が有償の借地の場合「あり」を選択してください。

※ 工事監理業務委託を締結する予定の場合「あり」を選択してください。

※ 実施設計業務委託を補助対象する場合「あり」を選択してください。
　　（実施設計業務委託を基本設計業務委託と切り分け、市の補助金内示後に契約する必要があります）

保育室等設置階数

※ 解体工事について補助を受ける場合「あり」としてください。解体工事を行うが、補助期間前に実施したい等の理由で補助を
　　受けない場合、「なし」としてください。

※ 改築中の仮設施設の工事請負料、賃借料等について補助を受ける場合、「あり」としてください。



様式第２号　整備事業資料

１　整備概要

（フリガナ）

整備後施設名称
（フリガナ）

経営主体名

本整備の該当箇所
保育所等
保育部分

整備予定 教育部分 整備予定
他の国庫補助金
の申請の有無

階数 １階 階数 ２階

構造 鉄骨造（Ｓ造） 構造 木造

延べ面積(㎡) 1203.63 延べ面積(㎡) 1500.01

次の項目は、解体工事を整備対象とする場合のみ記入してください。

アスベスト使用の有無 有 令和6年6月10日

事前調査日 令和4年8月5日 令和6年6月10日

工事の際の職員・園児の
安全性確保の方法

所　　有 ㎡

買収予定 2015.83 ㎡　　　　⇒ 買収予定日 令和5年12月10日

借　　地 ㎡　　　　⇒ 借用の相手 利用権限

２　整備前後の定員

整備前 10 10 10 30

整備工事中 10 10 10 30

整備後 10 10 10 30

うち、今回整備する施設の定員 - - - 0

１号 ２号 １号 ２号 １号 ２号 １号 ２号

整備前 0 20 0 20 0 20 0 60

整備工事中 0 20 0 20 0 20 0 60

整備後 5 15 5 15 5 15 15 45

うち、今回整備する施設の定員 - - - - - - 0 0

神明
シンメイ

こども園
エン

社会福祉法人
シャカイフクシホウジン

盛岡
モリオカ

児童会
ジドウカイ

アスベスト使用建物における工事着
工前の必要手続きの予定

（移転後） 盛岡市神明町3-29

子育て支援対策臨時特例事業費補助金

施設種別の変更

整備前

⇒
整備後

保育所 幼保連携型認定こども園

所在地 （移転前）

特定粉じん排出等作業届出の提出

工事着手にかかる事前届出の実施

４歳 ５歳 小計②

認可・利用定員
（0-2歳）

※ 利用定員数を記載してください。

建物延面積及び構造 整備前 整備後

関係法令・必要手続
きの確認状況 石綿則

０歳 １歳 ２歳 小計①

アスベスト除去等工事を行う際、工事に先立ちアスベストの封じ込め、囲い込み等を実施。

整備用地の状況

用地について

地域住民との
調整状況

近隣住民への工事に係る今後の説明の予定(範囲、時期、方法、内容等)を記載してください。

地元町内会長及び町内会執行部には説明済み。助成対象となった際は、工事入札の開始前と契約相手方決定後に、町内会の会員住
民を対象に、誰でも参加できる形での説明会を実施し、工事概要や大型車両の走行、騒音等について説明する。

環境等

(近隣店舗や立地状況等、保育上留意すべき点を記載してください)

近隣に大型スーパーがあり、多様な人流がある。片側２車線の大型県道が隣接しており、交通量が多い。土砂災害警戒区域
となっている。

※　「うち、今回整備する施設の定員」は、保育室のみの
整備等、整備に係る定員が判明している場合のみ記載し
てください。
　共有部分等の整備を行うため工事に係る定員が判別
できない場合は、当該欄「ー」を記入してください。

認可・利用定員
（3-5歳）

３歳

記 入 例（提出不要）



３　整備時の補助加算等

特殊附帯工事加算 なし

実施設計加算 あり

解体撤去工事 あり

仮設施設整備工事 なし

工事監理業務委託 あり

土地賃借料加算 なし

※ 実際の整備実施状況により、必ずしも加算されるものではないことについて、予めご了承ください。

４　整備後の施設面積

各室面積 延面積（㎡） 各室面積 延面積（㎡） 各室面積 延面積（㎡） 合計（㎡）

乳児室 98.01 調理室 56.20 一時預かり保育室 38.50 850.62

ほふく室 90.86 便所 28.96 病児・病後児室 0.00

保育室 200.01 医務室 0.00 地域子育て支援室 26.50

遊戯室 376.58 その他 856.72 屋外遊技場 1056.25

※ 小数点以下第２位まで入力してください。

※ 職員室内の設備等で医務室を兼ねる場合は、医務室面積は０としてください。

保護者用
駐車場台数

乳児室 １階 10台

ほふく室 １階

保育室 ２階

遊戯室 １階

５　整備計画等

　　　現在時点での整備事業の内容を御記載ください。

　　　現在時点での保護者への説明状況(対象者、時期、方法、内容等)や今後の予定を御記載ください。

保育室等設置階数

※ 整備する土地が有償の借地の場合「あり」を選択してください。

工事に係る加算等

※ 特殊附帯工事を実施する場合「あり」を選択してください（特殊附帯工事については欄外参照）。

※ 実施設計業務委託を補助対象する場合「あり」を選択してください。
　　（実施設計業務委託を基本設計業務委託と切り分け、市の補助金内示後に契約する必要があります）

※ 工事監理業務委託を締結する予定の場合「あり」を選択してください。

昨年12月に、保護者会幹事会に建て替えの意向を伝え、是非を確認し了承を得た。保護者全体への説明については、現状実施してい
ない。補助対象に決定した際は、令和６年５月に全保護者を対象とした説明会を実施し、工事スケジュールやお迎えの際の経路変更や
注意点、工事期間中の行事の開催計画などを説明する。
騒音等の保育状況の変化やお迎え方法の変更等から、難色を示す保護者の方が出ることも予想されるため、園長や主任を軸に配慮
し、不安が解けてご納得いただけるように、説得を行っていく。
その後も、工事の進捗状況についてはお便り等で、少なくとも月毎には保護者に伝達していく。

【例】
・確保済みの施設用地に新園舎を建築し、園舎引っ越し後に現園舎を解体する。
・園庭に新園舎を建築し、園舎引っ越し後に現園舎を解体する。
・現園舎を一部解体し、当該部分の園舎を一部改築する。解体部分で保育していた０歳児及び１歳児については、近隣の用地に仮設園
舎を建築して保育を行う。
・大規模修繕として、空き部屋の使用用途を変更して新たに４歳児、５歳児の保育室とするため、間仕切りを設置し、かつ、壁紙や床を
張り替える。
・老朽化した園舎について耐震改修及び給排水設備並びに電気設備を改修する。併せて、園庭の一部に保育室を増築する。大規模修
繕部分で保育していた園児については、改築期間は残りの園舎で保育を継続する。改築部分ごとのローテーションで仮設利用。

※ 解体工事について補助を受ける場合「あり」としてください。解体工事を行うが、補助期間前に実施したい等の理由で補助を
　　受けない場合、「なし」としてください。

※ 改築中の仮設施設の工事請負料、賃借料等について補助を受ける場合、「あり」としてください。



様式第３号　棟別施設一覧表

※　今回の整備補助についての応募の有無にかかわらず、全棟について棟別に記入してください。

Ｎｏ． 施設（棟）名 整備前の建物の構造
建築確認

年月
建築年度

建築当時

の国庫補

助金の有

無

建築確

認の有

無

完了検

査の有

無

今回整

備

実施対

象

補助事業

種類

整備後の

建物の構

造

工事見積金

額

（税抜き）

（千円）

整備時

の抵当

権設定

の有無

園舎棟（旧棟）

鉄骨造（Ｓ造）（骨格材の

肉厚が３ｍｍを超え、４ｍ

ｍ以下のもの）

昭和56年5

月以前
昭和56年度 無 有 有 ○

解体後改

築

鉄骨造

（Ｓ造）
2,500 無

新園舎

今回整備

により新

築予定

○ 新築 木造 5,000 有

1

2

3

4

5

6

7

8

0

0

合計金額（税抜）（千円）

合計金額（税込）（千円）

←整備を実施しない棟については「補助事業種類」から先は記入不要→

記入例
現行園舎が旧耐震基準の建築

物であり、老朽化が著しいこ

とから、新たに土地を確保し

て園舎を建て替えるもの。

整備理由及び工事概要

老朽度調査で4,500点と診断

されたことから、取り壊した

上で新たに園舎を建築する。



様式第４号

法人名 0

施設名 0

１　沿　革（施設の発足から今日に至るまでを簡単に（箇条書き）に記載すること。）

２　施設の経歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定員　　　名

補助金名 年度 金額

1

2

3

4

5

6

7

（注）１　今回協議部分は朱書し、一見して他と判別できるようにすること。

　　　２　賃貸物件は補助対象外であるため留意すること。

３　用地の状況（地すべり防止区域等危険区域内である場合は、その名称、指定年月日及び防災措置の状況を記入すること。）

施設の経歴

整理番号 建物の名称 構造 所有の状況 延面積
補助の状況

説明



様式第４号

法人名 社会福祉法人盛岡児童会

施設名 不来方こども園

１　沿　革（施設の発足から今日に至るまでを簡単に（箇条書）に記載すること。）

２　施設の経歴　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　定員　　　名

補助金名 年度 金額

1 旧園舎 木造2階 自己所有 493.27
国庫補助金

（名称不明）

昭

50
9,905

2
保育棟

（本園舎）

鉄骨一部

木造2階
自己所有 644.05

3 遊戯室 自己所有 662.25

4
保育棟（第

２園舎）
自己所有 872.63

5 ０歳児棟 自己所有 998.42

6
保育棟

（本園舎）

鉄骨木造

二階
自己所有 1168

7
保育棟（第

２園舎）

鉄骨木造

二階
自己所有 1244.68

就学前・教育保

育施設整備交付

金

令

　６
157,392

（注）１　今回協議部分は朱書し、一見して他と判別できるようにすること。

　　　２　賃貸物件は補助対象外であるため留意すること。

３　用地の状況（地すべり防止区域等危険区域内である場合は、その名称、指定年月日及び防災措置の状況を記入すること。）

昭和57年10月増築

平成８年12月増築

平成15年８月増築・大規

模修繕

令和６年一部改築

（４月１日定員190名）

法人の自己所有であり、地すべり防止区域等危険区域内ではない。

延面積
補助の状況

説明

昭和50年創設

（定員100名）

昭和55年

（定員150名）

昭和55年９月増築

施設の経歴

・昭和50年４月　認可保育所　○○保育園として定員100名にて開園

・昭和54年１月増築

・昭和55年４月　定員150名に変更

・昭和57年10月増築

・平成８年12月増築

・平成15年８月増築及び大規模修繕

・令和７年４月　幼保連携型認定こども園　○○こども園として開園予定

整理番号 建物の名称 構造 所有の状況

記 入 例

（提出不要）


